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4. 九州地整管内の活用件数の多い技術
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 NETISから新技術の情報収集等が検索可能です。

NETISのHPにはじめてアクセスすると、
簡単なアンケートと利用上の注意事項と
注意事項の同意が求められます。

注意事項について同意できる場合は
「OK」をクリックして利用ができる
ようになります。

該当する分野を選択します

【 NETIS 】で検索
NETIS 検索

NETIS：新技術情報提供システムについて 2NETISの検索方法 2



1.NETIS掲載情報は、当該技術に関する証明、認証その他何ら技術の裏付けを行う
ものではなく、新技術活用に当たっての参考情報といった性格のものであること。

2.特に、申請情報は、技術開発者からの申請に基づく情報であり、その内容につい
て、国土交通省及び評価会議（ 整備局等）が評価等を行っているものではないこ
と。また、申請情報のNETIS掲載に伴う苦情、紛争等への対応は、NETIS申請者が行
うものであり、国土交通省は何らの責任も有しないこと。

3.評価情報は、当該技術の活用等を行った結果に基づき評価を行ったものであり、
個々の現場の条件その他により評価は変わりうる等の性格を有するものであること。

4.新技術の活用は、現場毎の条件の適合性等による判断に応じて設計・工事担当部
署がそれぞれ行うものであり、評価結果に基づき当該技術の活用等の実施が保証さ
れるといった性格のものではないこと。

5.特許権等知的財産権については、関係法令に基づき取り扱われるものであること。

 NETIS（新技術情報提供システム）利用時の注意事項

NETIS：新技術情報提供システムについて 3NETISの検索方法 3



❹期待する効果を選択すると表示されます。

❸有用な新技術を選択すると表示されます。

❶キーワード（AIで技術を検索）で検索できます。

❷工種で検索できます。

NETIS：新技術情報提供システムについて 4

 NETISは公共工事等で活用する新技術をまとめたデータベースです。

 公共工事や業務で活用できる様々な技術（工法・材料・機械・製品・システム等）が掲載
されています。

（R7.4月現在 3,700件）

 新技術はNETISのTOPページから検索することができます。

➎条件を入力・選択したら、最後にクリックします。

NETISの検索方法 4

❶

❷

❸

❹

➎



キーワード入力による検索！

NETISの登録番号や、NETISの製品名を検索キーワードに入力してください。また、利便性向上のために、
AI を活用した技術比較表作成機能を実装しました。掲載されている「申請情報」を元に、検索した技術と類似
性の高い技術をAIが抽出し、技術を比較する一覧表の作成が可能となります。

❶ 検索技術名称・NETIS登録番号の
キーワード（AIで技術を検索）を入力

※NETIS番号で検索する場合、末尾の識別記号

「－A」は、評価会議において「VR」や
「VE」に変更する場合があるので入力しません。

❷ 「この条件で検索」をクリック

※【キーワード検索条件を追加】で対象の

両単語とも含まれる技術を検索できます。

❸ 該当する技術が表示される

NETISの検索（1） 5NETISの検索（登録番号や名称で検索）AIを活用した新機能 5

NETIS技術が表示

QS-240001 -A

❷クリック

❶キーワード入力

❸NETIS技術表示



活用の効果の高い「有用な新技術」を検索することができます。

❶有用な技術を選択

有用な新技術 （321件）

・推奨技術 （051件）

・準推奨技術 （033件）

・評価促進技術 （004件）

・活用促進技術 （297件）

（令和8年6月現在）

※活用促進技術から推薦され、
推奨・準推奨技術に選定されるので、重複します。

有用なNETIS技術が表示

有用な新技術を選択！

NETISの検索（3） 6

❷クリック

❸NETIS技術表示

NETISの検索（有用な新技術で検索） 6



レベル4までの工種に分類されているので、絞り込むことができます。

レベル1 レベル２ レベル３ レベル４

➊工種を選択

工種（レベル1）：

土工、共通工、基礎工、仮設工、コンクリート工、河川海岸、河川維持、

砂防工、舗装工、付属施設、道路維持修繕工、共同溝工、トンネル工、

橋梁上部工、公園、ダム、シールド、推進工、上下水道工、機械設備、

建築、建築設備（電気）、建築設備（機械）、環境対策工、調査試験、

ITS関連技術、電気通信設備、港湾・港湾海岸・空港、空港土木、空港舗

装工、柵工、撤去工、その他

工種で絞り込む！

NETISの検索（2） 7

❷クリック

❸NETIS技術表示

NETISの検索（工種で検索） 7



経済性、工程、品質、安全性、施工性、周辺環境のうち期待する効果で絞り込むことができます。

❷期待する効果を選択

（例）道路維持工事で工期短縮できる
新技術があるかを検索する場合

工種で道路維持修繕工を選択し
さらに工程の短縮に を入れて検索する。

➊工種を選択

新技術に期待する効果で絞り込む！

NETISの検索（4） 8

❹NETIS技術表示

❸クリック

NETISの検索（期待する効果で検索） 8



NETIS情報（技術の位置づけ） 9

 国土交通省発注工事で活用され、国の機関により活用後の事後評価を受けた新技術のうち、

特に優れた技術と認められたものが「有用な新技術」として取り扱われ、「推奨技術」

「準推奨技術」「評価促進技術」「活用促進技術」に分類されます。

事後評価済技術は、青色で表示されます。
また、事後評価結果が閲覧できます。

有用な技術に指定された技術は、
赤字で表示されます。



NETIS情報（技術毎の閲覧ページ） 10

 各々の新技術の閲覧画面には、技術の概要、従来技術との比較など、申請時の情報が掲載

されています。

 【従来技術との比較】には、新技術開発者が一般的な条件での従来技術を設定し、新技

術との比較を行った場合の「経済性」「工程」等の活用の効果および根拠等が掲載されて

います。

NETISの申請情報は、申請者が従来技
術と比較した場合の活用の効果と根拠
が記載されています。
参考資料として確認してください。

閲覧したい項目をクリックします。

新技術と比較する従来技術が確認できます。

NETISの検索（従来技術との比較） 10



NETIS情報（活用効果評価結果） 11

 直轄工事での活用が行われた技術に対して、新技術の活用効果等を総合的に判断するため、

活用時に行う調査の結果に基づき、当該技術の優位性、安定性、現場適用性が総合的に評

価されています。

QS-＊＊＊＊＊＊-VE

活用効果評価一覧が表示され、「活用効果評価へ」
をクリックすると活用効果評価結果が閲覧できます。

活用効果評価における「所見」「留意事項」

活用効果調査結果

クリック



12
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直轄工事での活用効果調査と事後評価 13

「VE」技術は、活用効果調査表の作成
が不要です。

活用効果

調査表

５件以上

優位性

安定性

現場適用性

活用効果

調査表

活用前 活用後

新技術活用

計画書

活用

活用効果調査 事後評価蓄 積

活用効果
評価会議

事後評価の流れ（発注者指定型、施工者選定型）

１回目の事後評価５件以上
２回目以降は１０件以上

A、VR、VE A、VR

A、VR
A ⇒ VR、VE

VR ⇒ VR、VE

施工者、発注者が記載します。

技術登録

 活用効果調査表が5件以上蓄積したら、大学、産業界、研究機関、行政等からなる

技術活用評価会議で技術特性などが評価されます。

開発者へフィードバック

NETIS技術 技術の
開発・実用化

事
後
評
価
技
術
結
果

 新技術の活用時には、活用効果調査を行います。



 事後評価において、優れていると判断された新技術は、有用な新技術として選定されます。

推 奨 技 術

新技術活用スキーム検討会議（全国）

・公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために選定された画期的
な新技術

・上記の推奨技術と位置づけるためには更なる発展を期待する部分があ
る新技術

準 推 奨 技 術

活用促進技術
・総合的に活用の効果が優れている技術

・特定の性能又は機能が特に優れている技術

・特定の地域のみで普及しており、全国に普及することが有益と判断

される技術

・その他評価会議が選考し指定する技術

新技術活用評価会議（地方整備局）

推 薦

※平成26年4月1日より、従来の「活用促進技術」「設計比較対象技術」「少実績優良技術」を「活用促進技術」に統合

NETIS情報（有用な新技術） 14



直轄工事での活用効果調査の重要性 15

調査表の内容ついて疑義があると、再確認する場合があります！
調査表の内容について疑義があると、事後評価の際〔数年後〕に
問合せが来る場合があります。

 活用効果調査表は、直轄工事等で活用された新技術の有用性を検証し、評価することを目

的とした事後評価にかかせない重要な基礎資料です。厳正な評価をお願いします。

使えない調査表

活用効果
調査表

活用効果調査表が
５件蓄積されても

不備のある
活用効果調査表

調査表の５件のうち内容に
不備があれば評価に使えな
いことがあります。

活用効果
調査表

評価可能な調査表

4件

1件

活用効果調査表が
5件以上で実施

調査表の5件のうち内容に不備が
あれば評価に使えないことがあ
ります

調査表が5件に満たないため、
評価会議で評価されず、事後評
価ができません。

新技術活用

評価会議

 不備のない厳正な調査表の作成により施工者・発注者のメリットにつながる。



NETIS
（Web）

施工者 発注者 技術事務所

計画書
調査表
報告書作成・登録

計画書
調査表
報告書確認

調査表
作成・登録

登録・訂正登録・訂正

NETISのトップページから、
「活用効果調査表/活用計画書」タブを選択

WEB活用効果調査表の「作成」を選択

「ログインIDパスワードを新規登録」を選択

ログインIDパスワードは

工事ごとに申請が必要です。

 新技術活用効果調査表等はNETISのシステムから作成します。

新技術活用計画書・活用効果調査表等の作成 16



新技術活用計画書・活用効果調査表等の構成 17

※システム画面は、一部簡略化しています。

活用前に作成

■活用計画書

新技術の対象数量等の施工
概要を記入してください。

活用計画書 実施報告書 活用効果調査表

VEの場合は計画書のタブのみ表示されます。

従来技術と比較した、新技術

の活用の効果を評価し、記入

してください。

新技術の施工期間や活用
理由等について記入して

ください。

活用後に作成

■実施報告書 ■活用効果調査表

 活用効果調査表は、｢新技術活用計画書｣､｢実施報告書｣ ､｢活用効果調査表（発注者用、

施工者用）｣で構成されています。

－VE：活用計画書のみ
－A／－VR：活用計画書・実施報告書・活用効果調査表を作成



調査表報告書計画書情報種別記号

登録登録登録「-A」「-VR」

不要不要登録「-VE」

■活用が中止になった場合は九州技術事務所へ報告してください！

E-mail ： qsr-kyugi-netis@ki.mlit.go.jp

 新技術活用計画書は、活用する全ての新技術において、作成が必要です。

新技術活用決定後、速やかに作成し、必ず活用前までに登録してください。

 実施報告書・活用効果調査表は新技術を活用後、速やかに作成し登録してください。

「-VE」技術は、「実施報告書」「調査表」の作成が不要です。

直轄工事での新技術活用効果調査表等の登録 18



活用効果調査表等作成の実施フロー 19
調査者（施工者） 調査者（発注者） 九州技術事務所

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ受領

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ
の発行

計画書

計画書「記入完了」に

実施報告書、調査表
（施工者用）作成・登録

実施報告書「記入完了」に
調査表 「記入完了」に

NETIS登録

調査表 「記入完了」に

1工事毎に申請する

修正あり 修正なし

修正あり

修正なし

「活用等の型」を忘れずに選択

実施報告書
活用調査表
（A・VRのみ）

「活用等の型」を忘れずに選択
計画書「記入完了」に

登録

修正あり 修正なし

【
発
注
者
指
定
型
】

【
施
工
者
選
定
型
】

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

【VEについて】
実施報告書、活用効果調査表の作成・登録は不要です。

【活用前】

【活用後】

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

VEの場合

VEの場合

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ申請情報確認

計画書確認・登録

修正依頼受領

記入内容確認

記入内容確認

NETIS登録

調査表（発注者用）作成・登録

修正依頼

登録

修正依頼受領

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ申請

計画書作成・登録

修正依頼

記入内容確認

修正依頼修正依頼受領

計画書作成・一時保存

計画書確認

通知
（自動メール）

連絡
（口頭等）

通知
（自動メール）

通知
（自動メール）

※ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは、
発注者からでも申請できます。

ID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ承認、発行

受注者記入内容確認

通知
（自動メール）



NETISのトップページから、
「活用効果調査表/活用計画書」タブを選択

活用効果調査表等の作成

初めてＮＥＴＩＳのＨＰにアクセスした場合、
アンケート画面が表示されます。
該当職種をチェックし、注意事項を確認の上、
同意に関する「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。

ID/パスワードの申請方法 1 20

 活用効果調査表作成のID・パスワードは1工事毎に申請が必要です。



ID/パスワードの申請方法 2 21

WEB活用効果調査表の「作成」を選択

「ログインIDパスワード
を新規登録」を選択



ID/パスワードの申請方法 3 22
ID/パスワードの申請フォーム

❷正確な情報を入力
【注意点】年度や文字抜けがあります。

❺新技術のNETIS番号
【注意点】情報識別記号「A、VR、VE」の入力はしない

❶入力

❸入力

❹入力

❶施工会社等の名称を入力
【注意点】国土交通省は発注者なので間違えて入力しない。

❸コリンズ番号は１０桁の数字を入力
【注意点】設計書番号ではありません。

❹担当職員と事前に打合せの上で職員氏名とメールアドレス
を入力

●●事務所

●●●●工事 ❷入力

❻技術活用提案日
❻選択

❼クリック ❼登録フォームの必要事項を入力し「申請」をクリック

QS-24000X ➎入力



ID/パスワードの申請方法 4

複数の新技術を活用する場合

技術を追加

追加された技術

 活用技術が複数ある場合は「技術を追加する」ボタンで追加することができます。

 ID/パスワードが発行された後に、技術を追加・削除することも可能です。

23



ID/パスワードの申請方法 5

ID／パスワード発行のお知らせメール

発行されたID/パスワードは、すべての

登録が完了するまでは必要ですので、

紛失しないように管理をお願いします。

※ID・パスワードを紛失した場合は、
再発行が必要です。

① 施工者が紛失した場合は、
発注者に確認

② 発注者が紛失した場合は、
九州技術事務所 申請・相談窓口に確認

24

●●●●●

QS-24000X

：●●●●工事

●●●●工事

aa123456
発行された

ID/パスワード

入力用サイト
へ移動

●●事務所

●●●●（株）



ID/パスワード発行後のログイン

ID/パスワードによるログイン

●●●●●●工法

25

ID/パスワード発行後に技術を追加・削除することが可能です。

 ID・パスワードが発行されると、活用効果調査表等の作成が可能になります。

ID/パスワードを入力

作成したい技術の
「活用効果調査表へ」

をクリック

クリック

クリック

QS-24000X

●●●●工事

●●事務所

●●●●（株）

QS-24000Y ××××工法



「活用理由」

・活用した理由をチェックし、コメントを記入します。

・6項目のうち、1項目以上の記入が必須となっています。

・チェックした項目はコメント欄を必ず記入してください。

・NETIS申請情報の「従来技術との比較」を確認し、

向上するとされている項目については、必ずチェックし、

コメントを記入してください。

・従来技術と比べて向上する活用理由を記入してください。

新技術活用計画書

❶「活用等の型」を選択

❷「新技術活用計画書」のタブの入力項目を記入

❸「記入完了」をチェック

❹「登録」をクリック

新技術活用計画書の作成 1 26

計画書作成の流れ

❷「新技術活用計画書」
タブの項目を入力

❹計画書を登録

❸すべての入力完了後、
「記入完了」をチェック

QS-24000X

●●●●●●工法

●●事務所

❶「活用等の型」を
リストから選択

●●●●

●●●●工事

自動入力

●●●●（株）



新技術活用計画書の作成 2

活用する新技術、発注機関などの記入のポイント

※選択ミスが多いので注意！詳細を次ページで紹介

QS-24000X

●●●●●●工法

●●事務所

●●●●

●●●●工事

120分でタイムアウトします。
一時保存を行ってください。

新技術を活用する型を選択

NETIS情報から自動的に
入力されます。

27



新技術活用計画書の作成 3 28

活用等の型の選択のポイント

 活用等の型は、「施工者選定型（総合評価技術提案）（契約後提案） 「発注者指定型」の場合

がほとんどです。間違えないように注意してください。

活用の型は赤枠が主

間違えやすい
ので注意！！



新技術活用計画書の作成 4
工事等の情報の記入のポイント

※工事期間、新技術施工期間は、
施工完了後に正確な日付けに
修正をお願いします。

29

❶計画書の作成した日をボタンより選択

●●●●（株）

❷工事（業務）の当初契約額（税込）を入力

❸工事（業務）の全体工期をボタンより選択

❹全体工期のうち新技術を活用する期間を
ボタンより選択

➎施工場所の所在地を記入

❶選択

❷入力
❸選択

❹選択

➎入力



チェックしたらコメントの記入

新技術活用計画書の作成 5 30

活用理由の記入のポイント

〇NETISの従来技術と比較して、新技術が優れていると思われる項目についてはチェック を選択。
〇チェックした項目は、コメント欄に必ず記入してください。
〇6項目中、必ず1項目以上の記入が必須です。
〇6項目以外で活用理由がある場合は、「その他」に記入してください。

NETIS申請情報

NETISの申請情報には開発者の活用効果が記載されていますの
で、参考資料としてご覧ください。
活用理由に記載する優れている効果は、今回の現場で活用した
施工者の意見を記入してください。

比較する従来技術が適切でない場合

NETIS掲載の「比較する従来技術」との比較が不適切と
考えられる場合でも、記載された技術との比較を行っ
てください。 比較する従来技術

●●により、コストを削減すること
ができるため。

●●により、安全性が向上したため

●●●●



 「-A」「-VR」技術は新技術活用後、実施報告書及び活用効果調査表の作成・登録が必要です。

工事全体の内容を記入してください。

新技術の対象数量を記入してください。
例）掘削工2,000m3 
単位は、NETIS 掲載情報「活用効果の根拠」に合わせてく
ださい。

・構造が分かる図面などがあ
れば添付してください。

※NETIS情報等の添付は
必要ありません。

【実施報告書】

【実施報告書】
つづき

例）掘削工

制約すべき事項がある場合は
記入してください。
特にない場合は、「特になし」
と記入してください。

❶「実施報告書」のタブの入力項目を記入

❷「記入完了」をチェック

（VE技術は不要）

実施報告書の作成 1

❶「実施報告書」
タブの項目を入力

❷入力完了後、
「記入完了」をチェック

31

実施報告書作成の流れ

実施報告書



施工概要の記入のポイント

実施報告書は新技術活用後に記入して
ください。

❶内容

新技術を活用した工事の概要を記入

❷対象数量

新技術の工種の数量を記入

（単位は、NETIS掲載情報に合わせる）

❸新技術使用箇所

対象数量のうち、新技術を使用した箇所を記入

❹現場施工条件
新技術を活用した現場条件を記入

（騒音有無や夜間施工等）

❺障害
施工上での重大な障害・問題の有無を選択

「有」の場合は、障害の内容を記入

❻作業環境

新技術を活用した作業環境を選択

実施報告書の作成 2 32

例）舗装工7,000m2、道路改良L=1,000m

工種（業務）全体の内容が分かるよう、主要工種のみ記入

例）△△橋橋梁塗装工3,000m2、足場工1,500m2

例）△△橋P3橋脚 足場工1,000m2

必須項目ではないため、

特に資料を添付する必要はありません

必須項目ではないため、

特に資料を添付する必要はありません

例）山間部 例）半径50m以内に学校あり 例）特になし

特筆することがない場合、
「特になし」

と記載してください。

特筆することがない場合、
「特になし」

と記載してください。

クリックして選択してください。クリックして選択してください。

❶

❷

❸

❹

➎

❻



左記のチェックの目安を参考に定性的
５段階評価をお願いします。

【経済性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【工程の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【品質・出来形の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【安全性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【施工性の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

ｸﾘｯｸ

活用効果調査表の作成 1

調査表の全ての項目の記入が完了したら、
「記入完了」にチェックしてください。

33



【総合的所見】

・コメントは必ず記入し
てください。

【環境の評価】

・定性的５段階評価をお
願いします。

・コメントは必ず記入し
てください。

【その他】

前述の６項目以外で新た
な「調査項目」が必要と
記入者が判断した場合は、
その他の項目に記入して
ください

写真のタイトルを記入してください。

【施工状況等の写真】

新技術に活用状況が分か
る写真（施工状況、使用
材料、計測状況、完了
等）を添付してください。

活用効果調査表の作成 2 34



比較する従来技術と
比べて判断し、優劣など
の5段階評価を必ず、
クリックして選択

（例）
ベースマシンがバックホウタイプで
小型であることから、機械経費・人
件費が安価となり、仮設足場材（敷
鉄板）に要する費用が減少し、施工
日数が短縮できたという理由で非常
に優れている。

該当する項目をチェック

❶
❷

❸

監督職員とテキストで
やりとりする場合に使用

評価項目のチェックポイント

①効果調査（優れる、同等、劣る）
②優れていた点、劣っていた点
③①②とした理由のコメント

整合は取れているか？
【活用効果調査表】の総合的所見との記載
【活用計画書】の活用理由の記載

所見として、
【効果調査】、【優れていた点】あるいは
【劣っていた点】の理由を必ず記入。

活用効果調査表

活用効果調査表の作成 3 35



※コメントは必ず記入してください。

【コメント】

効果調査の理由を必ず記入してください。

効果調査の理由や評価の視点との整合を図ってください。

【不整合例】：効果調査と項目チェックとコメントの不整合
効果調査、劣る「2」にチェックしている。
優れていた点の2か所の項目にチェックしている。
コメントは「優れている」と記載している。

【効果調査】

「5段階」で必ず評価してください。

「優れていた点」「劣っていた点」に該当する項目があれば

チェックしてください。

【活用効果調査表】

活用効果調査表の作成 4 36



活用効果調査表の作成 5 37

（例）
ベースマシンがバックホウタイプで
小型であることから、機械経費・人
件費が安価となり、仮設足場材（敷
鉄板）に要する費用が減少し、施工
日数が短縮できたという理由で非常
に優れている。

❶
❷

❸

記入漏れや評価に矛盾がないよう発注者は必ず
チェックしてください。

また、施工者の評価と発注者の評価が大きく異
なることがないよう評価に当たっては施工者と発
注者の間で十分調整を図ってください。

評価項目の記入のポイント

❶効果調査

比較する従来技術と比べて判断し、優劣などの
「5段階評価」を必ずチェック

❷調査の視点

該当する項目がない場合、近い内容をチェック

「優れていた点・劣っていた点」に該当する項
目場合は、がなかったことも記載
※コメントにおいて、優れている点や劣っている点を具体

的に記載。

❸コメント

所見として、コメント（評価の理由）は評価に
かかわらず必ず記入

活用効果調査表は受注者の作成後、発注者は、
記入内容を確認し、発注者用を作成してください。

調査の視点

 『比較する従来技術』と比較して評価する。
 6項目（経済性・工程・品質・安全性・施工性・

周辺環境への影響）について、必ず評価する。



「 5 (優れる) 」にチェック
調査の視点

不整合 不整合

不整合の例

効果調査は「5」（優れる）にチェックされているが、

調査の視点で「劣っていた点」の項目にチェックされている。

コメントは「劣っていた」との理由が記載されていることから、不整合である。

【活用効果調査表】

活用効果調査とコメントの不整合について 38



経済性は、ベースマシンがバックホウタイプで小型であることから、機械
経費・人件費が安価となり、仮設足場材（敷鉄板）に要する費用が減少し、
施工日数が短縮できたという理由で非常に優れている。

（全体的に優れている点をコメント）

優れた点が多く評価が「5」の例

工程は、地盤改良に要する日数が、当初8日間を予定していた日程が4日間（1
／2）になり、施工日数を短縮できるという理由で非常に優れていた。

（1項目がいかに優れていたかを具体的にコメント）
優れた点は1項目だが評価が「5」の例

『調査項目の効果調査が「1」～「5」』のコメント事例 39



効果調査が「 3（同等）」の場合

同程度である。
変わらない。
ほぼ同等と考える。
影響が無かった。
問題はない。
大差はない。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

効果調査が「4」の場合

優れている。
向上した。
やや優れている。
少し向上した。
僅かに○○を削減できた。
○○がやや減少した。

効果調査が「5」の場合

非常に優れている。
極めて向上した。
大幅に○○を削減できた。
特に○○が高い。
○○及び△△が非常に減少した。
○○が大幅に減少した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

『調査項目の効果調査が「1」～「5」』のコメント事例 40

 コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考に
して下さい。

・ ・ ・ ・



 コメントは、評価に至った理由である を具体的に記入し、文末は、下記の文例を参考に
して下さい。

・ ・ ・ ・

効果調査が「2」の場合

劣る。
低下した。
やや劣る。
少し低下した。
僅かに○○が増加した。
○○がやや増加した。

効果調査が「1」の場合

非常に劣る。
極めて低下した。
大幅に○○が増加した。
特に○○が低い。
○○及び△△が非常に増加した。
○○が大幅に増加した。

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

経済性
工程
品質・出来形
安全性
施工性
環境

は、 という理由で・・・・・・

『調査項目の効果調査が「1」～「5」』のコメント事例 41



調査の視点では、（優れていた点：2）＞（劣っていた点：1）であるが、効果調査は「2」でありコメントもマイナス評価と
なっている。

 以下のような事例では、修正依頼やヒアリングをお願いする場合があります。

コメントが簡素であるために、調
査の視点の重みが判断できません。
より具体的なコメントをお願いし
ます。

調査の視点では、優れていた点に多く（4箇所）のチェックが付いているが、効果調査は「4」となっている

多くの項目で優れているが、それ
ぞれの項目の重みは僅かであるた
めに、総合的には「4」となった
ことが伝わるようなコメントをお
願いします。

2箇所

1箇所

機械経費が高いため経済性は劣る。（×）

例：作業人員と施工日数は削減できたものの、機械経費が非常に高くなっ
たため、総合的には従来技術と比較して、経済性は劣る。（○）

より具体的に

4箇所

施工性は向上している。（×）

例：仮設の減少により現場での施工が減少し、さらに機械化により作業員
の作業が容易になったことから、従来技術と比較して施工性はやや優れて
いる。（○）

より具体的に

『調査項目のコメント』を特に重視すべき具体的な事例 42

「2」

「4」



活用効果調査にあたっての留意点 43

■調査表記載にあたっての主な留意点

経済性：新技術の導入コストだけでなく、工期短縮などに伴う、人件費、管理費、仮設費用など

のコスト含めて総合的な観点から評価をお願いします。

工 程：技術導入による施工期間での評価をお願いします。

品質・出来形：施工性の視点（現場での施工や作業が容易など）での評価ではなく、目的物の品質

や出来形が向上する視点（耐久性向上・現場での管理項目など）での評価として

ください。

安全性：今回の現場施工中による効果での評価をお願いします。

施工後の新技術の導入効果は評価しないようお願いします。

従来技術と比較して影響を与えない、変化がない場合の評価は「同等（3点）」の評価となります。

 活用効果調査にあたっては、NETIS申請情報「活用の効果」の内容を確認し、技術特性を十分

理解し、適切な評価となるよう留意してください。

 活用効果調査表の評価は、NETIS記載の従来技術と比較してください。



総合的所見の記入のポイント

❶優れていた所

従来技術と比較して、優れていた点を記入

❷劣っていた所

従来技術と比較して、劣っていた点を記入

❸留意する所

新技術を活用する際に、特に留意すべき点を記入

❹アンケート項目

該当する項目を選択し、回答。

❺従来技術名

比較する従来技術が適切でなかった場合、

比較すべき従来技術を記入

❻今後の当該技術活用の理由

該当する項目を選択し、「理由」も必ず記入

❼改善点・要望・その他

改善点等がある場合は、自由に記入。

新技術活用後に記入してください。

❶

❷

❸

❹
❺
❻

❼

❽
❽施工状況等の写真

施工者が作成します。発注者による作成は不要です。

写真ファイルは、2MB（300×200pixel）程度のGIF形式ま
たはJPEG形式としてください。

活用効果調査表（総合的所見）の作成 44



■新技術活用計画書

・「計画書」は、活用する全ての新技術において、作成が必要です。

新技術活用決定後速やかに作成し、必ず活用前までに登録してください。

■実施報告書・活用効果調査表

・「実施報告書」「調査表」は新技術を活用後、速やかに作成し登録してください。

・「-VE」技術は、「実施報告書」「調査表」の作成は不要です。

 活用効果調査表等は、発注者と施工者がNETISシステム上で作成します。

活用効果調査にあたってのアドバイス 45

NETIS
（Web）

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

施工者
計画書作成・登録

【 VE技術 】

■計画書

【活用前】

【活用後】

発注者
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
監督職員確認中

技術事務所
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
確認者確認中

登録済み

調査表/計画書作成状況
公開済

【 A/VR技術】

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

施工者
計画書作成・登録

■計画書

調査表/計画書作成状況
施工者作成中

技術事務所
内容確認・登録

調査表/計画書作成状況
確認者確認中

発注者
内容確認・調査表作成

登録

調査表/計画書作成状況
監督職員確認中

■実施報告書・活用効果調査表

監督員へ
内容確認メールは
送信されません

施工者
実施報告書・調査表作成

登録

監督員へ
内容確認メール送信

監督員へ
内容確認メール送信

【活用前】

■活用が中止になった場合は、システムから削除のうえ、九州技術事務所に報告して
ください！ E-mail ： qsr-kyugi-netis@ki.mlit.go.jp



活用効果調査表等の作成にあたってのまとめ
1.NETISの原則義務化

・直轄工事においては、原則1技術以上の新技術を活用しなければならない。

2.ID、パスワードの申請

・活用効果調査表作成のIDとパスワードは1工事毎に申請が必要です。紛失しないよう保管を！

3.新技術活用計画書、実施報告書および活用効果調査表の作成について

3-1.保存について

・120分でタイムアウトするため一時保存を行ってください。

3-2.計画書の作成について （活用前）

・活用等の型を忘れずに選択してください。

・計画書を作成し、「記入完了」に して登録してください。

3-3. 「A」「VR」技術について （活用後）

・実施報告書を作成し「記入完了」に してください。

・活用効果調査表は、評価項目6項目は必ず「5段階評価」を行い、

すべての項目のコメントを記入してください。

・活用効果調査表を作成し 「記入完了」に して登録してください。

3-4. 「VE」技術について （活用後）

・実施報告書、活用効果調査表の作成・登録は不要です。

※活用効果調査表等は登録完了後は修正できないので、よく確認して登録してください。

46



47NETISシステム操作マニュアル （九州技術事務所HP）

九州技術事務所HPの「新技術情報/NETIS」に調査表等の作成に関する情報を掲載しています。

操作マニュアル

コメント事例集

新技術活用効果調査表のコメント事例集
操作マニュアル

新技術情報／NETIS

活用（活用計画書・報告書および活用効果調査表）

九州技術事務所ホームページ
http://www.qsr.mlit.go.jp/kyugi/

こちらをクリック！

こちらをクリック！
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参考資料

1. NETIS情報の検索と閲覧

2. 活用効果調査表等の作成

3. 工法比較表データベースシステム

4. 九州地整管内の活用件数の多い技術



工法比較表データベースの活用におけるフロー図 49

❶検索条件の設定（現場の仕様、要件、現場条件の整理）

①対象技術：深層混合処理工 スラリー（セメントミルク）撹拌

②対象箇所：砂質土（最大N値10）、施工ヤードは狭隘（小型ベースマシンの使用）

③目 的：改良杭（単軸、改良径φ1200mm、改良深度15.5m）434本

❷『工法比較表検索条件入力シート＜一次選定サポート用＞』 に該当する条件を選択

❸工法比較表出力結果を検討
（現場毎の要件の重み付けやその他の要素を考慮した比較表を作成）

＜重み付けの例＞

①基準類の規格値に対する効果の度合

②技術特性 ［例）耐久性、施工性、施工方式等）

③経済性

④工程 等

❹最終的な工法を選定

工
法
比
較
表D

B

に
て

該
当
条
件
抽
出

(

一
次
選
定
サ
ポ
ー
ト)

設
計
業
務
に
て

工
法
選
定

（二
次
選
定
）

工法比較表データベースは、一次選定をサポートするツールです。工法の条件検索の機能があり、技術毎の
施工費、施工日数及び各種試験データ等を調査し、工法選定に必要な情報を補完しています。

工法比較表の出力



工法比較表データベースの検索条件イメージ 50

【工法比較表の動作環境】OS：MicrosoftWindows10以上 メモリー：8GB以上 Excel2016以上必須

設定した現場条件にて、工法比較表データベースの検索条件入力シートの「キーワード」をチェックし、
現場の条件に適応した効果的な検索が可能です。

【キーワード抽出事例】

現場条件：特に指定しない

施工機械：単軸

土 質：砂質土

改良径φ：φ≦1200

改良長L：10＜L

九州のフィールドへの適応性：

特に指定しない

発注者ニーズへの適応性：

従来と比較して同等以上の技術

狭隘な現場での施工性

【調査するキーワード】

現場条件

施工機械

土質

改良径φ（mm）

改良長L（m）

九州のフィールドへの適応性

発注者ニーズへの適応性

現場条件に適応したキーワードに
チェックマーク



工法比較表の検索［出力結果イメージ］（詳細版）

51

任意に設定した従来技術

統一した従来技術

Click：簡易版の表示可能

51

・NETIS申請情報は開発者が任意に従来技術を設定しているため、工法の比較が容易に実施できない

→従来技術を統一することで工法の比較が容易に実施

・検索結果の順は、①②③で表示。各項目内では、登録年次が古い順に表示

①九州の技術

②事後評価済技術、有用な新技術、事後評価未実施技術

③NETIS掲載期間終了技術

注）土木工事標準積算基準書
（共通編）に記載しているスラ
リー撹拌工である。

：有用な新技術

：事後評価済み技術

：事後評価未実施技術

：九州の技術（事後評価未実施技術）

：NETIS掲載期間終了技術

背景色の凡例

51



「工法比較表」の構成 52

①～⑤

⑥～⑧

⑨～⑩

㉑～㉓

⑪～⑳

NETIS申請情報・評価情報

補完情報
（従来工法を統一、

開発者に任意に問い合わせた情報等）

ワーキンググループからのコメント
(技術の特徴等について）

：有用な新技術

：事後評価済み技術

：事後評価未実施技術

：九州の技術（事後評価未実施技術）

：NETIS掲載期間終了技術

背景色の凡例

工法比較表の構成は、上段はNETIS情報、評価情報、中段は補完情報、下段はワーキンググループからのコメ

ント（総括）です。新規登録技術は、毎月申請情報を追加、補完情報は年1回更新しています。

52

52



「工法比較表」各項目の説明（1/5）［NETIS情報］ 53

①
②
③

④

⑤

技 術 名 エポコラムTaf工法(地中障害物混在地盤対応地盤改良工法)（有用な新技術）

Ｎ Ｅ Ｔ Ｉ Ｓ 登 録 番 号 QS-180012-VE

有 用 な 技 術 の 位 置 付 け 活用促進技術(2021.3.26〜)

開 発 者 （ 本 社 が 存 在 す る 都 道 府 県 ） エポコラム協会（福岡県）

開発者 に お け る九 州地方 と の 関 連性 （九 州登 録九 州本 社︓ ◎ 、
九州外登録九州本社︓○、九州に共同開発者有り︓△、その他︓－） ◎

九州地方への機能性 （九州地方に支店等を有する場合︓○、その他︓－） -

○○○○工法

○○○○協会

QS-210300-VE

NETIS登録番号
例：QS - 200300 – VE
1) 2)3)

1）登録地整：

QS：九州地整 SK：四国地整 CG：中国地整

KK：近畿地整 CB：中部地整 KT：関東地整

HR：北陸地整 TH：東北地整 HK：北海道開発局

OK：沖縄総合事務局

※「港湾NETIS」の登録技術は3桁目に「K」がついています。

2）番号の意味：
左から2桁の番号：登録年度（例：20は2020年度登録）
左から3番目から4桁の番号：登録年度の登録順番（例：0300）

3）情報種別：
A：申請情報のみ掲載されている技術

VR：活用効果評価を実施した技術で継続調査等の対象となった技術

VE：活用効果評価を実施した技術で継続調査等の対象としない技術

VG：掲載期間が終了した技術

①NETIS登録番号：NETIS登録番号 または NETIS掲載期間終了技術

②有用な技術の位置付け：

推奨技術、準推奨技術、評価促進技術、活用促進技術、

旧実施要領における設計比較対象技術、少実績優良技術

③開発者（本社が存在する都道府県）：

開発者と本社が存在する都道府県を記載している。

④開発者における九州地方との関連性：

◎・・・登録が九州地方整備局で本社が九州地方の場合

○・・・登録が九州地方整備局以外、本社が九州地方の場合

△・・・登録の共同開発者が九州地方の場合

－・・・その他の場合

⑤九州地方への機能性：

○・・・九州地方に支店有り

－・・・その他の場合

■NETIS申請情報
NETISの申請情報から必要な情報（技術名、登録番号、有用な

技術等）を抜粋したもので、補完調査で得た情報も追記しています。

技術の定義
・事後評価済技術： 情報種別がVR、VE

・有用な新技術： 有用な新技術に該当する技術（期限切れを除く）

・事後評価未実施技術： 情報種別がA（事前審査）

・九州の技術： 情報種別がA、登録が九州地方整備局、本社が九州地方

・記載なし： NETIS掲載期間終了技術



「工法比較表」各項目の説明（2/5）［NETIS情報］ 54

⑧主にNETIS情報より抜粋

補完情報…必要に応じて【 】を付けて追記（任意に問い合わせた情報等）

NETIS情報を修正…【 】内に加えて「NETIS情報を修正：～」を追記

⑥技術の特徴を簡潔に概説

⑦技術の概要を示す図表を掲載

■NETIS申請情報
NETISの申請情報から必要な情報（技術概要、施工情報、適用条件等）を抜粋したもので、補完調査で得た情

報も追記しています。



「工法比較表」各項目の説明（3/5）［評価情報］ 55

⑩NETIS情報における「⑨比較する従来技術」との比較を記載
・最新活用効果評価結果,所見を記載

⑨NETIS情報で記載されている「比較する従来技術」を記載

■NETIS評価情報

新技術を活用後に提出される調査表を基に行う事後評価の結果を記載しています。

※評価情報における評価、コメントはNETIS情報における「比較する従来
技術」と比較したものであり、工法比較表⑪以降での統一した従来技術
（比較する仕様）と相違する場合がある。

⑨

項目

経済性

工程

品質・出来形

安全性

施工性

環境

総合評価

評価基準

A：従来技術より極めて優れる

B：従来技術より優れる

C：従来技術と同等

D：従来技術より劣る

比較する従来技術

評
価
情
報

⑩

B：・ICTにより、改良位置や改良深度の計測が省力化され、施工性が向上する。

C：－

B：－

最新の活用効果評価結果,所見

D：－

B：・ICTにより、改良位置だし作業が減少し、工程が短縮する。

B：－

B：・ICTにより、改良位置への誘導などの重機に近接する作業が減少する。

スラリー攪拌工法（φ1,600×2軸）非ICT施工



「工法比較表」各項目の説明（4/5）［補完資料等からの情報］ 56

⑯統一した従来技術との6項目比較評価を記載

※⑩評価情報の内容と異なる場合有り

・統一した従来技術との概算施工費用・

施工日数を記載

・概算であり、現場条件によって再確認

が必要

・施工費用と施工日数は同一条件で比較

し、新技術で不要となる工程等を留意

事項として記載

⑰本工法比較表の仕様の土質区分における、有

明粘土、シラス、黒ボク・赤ボク、そうら層（泥

炭）等に対する施工実績例（件数）を記述

⑲機械の運搬費用等を積算する際の参考として、

機械の保有場所、機械の保有台数等を記述

■補完情報
統一した従来技術に基づいた補完調査による概算施工費用・概算施工日数や各種試験結果、

現場条件への適応性を取りまとめたものです。※補完情報の項目については、全ての工種で統一
されるものではなく、工種毎に必要となる項目が異なるため、取りまとめ内容は異なります。

⑫⑬⑭⑮

・従来技術：標準積算基準より算出

・新技術 ：統一した土質条件での見積による概算

施工費用・施工日数を記載

※概算のため現場条件によって再確認が必要

※施工費用と施工日数は同一条件で比較し、

新技術で不要となる工程等を留意事項として

記載

従来技術 新技術



「工法比較表」各項目の説明（5/5）［発注者ニーズへの適応性・総括］ 57

㉓ワーキンググループコメント

・技術の特徴を抜粋して記載。総括的な情報として活用可能

■判定の凡例 ○：従来技術より優れる △：従来技術と同程度 －：上記以外

・省人化：当該新技術の現場作業にあたり、技術の特性等を考慮したうえ、労務編成人員について従来技術と比較評価した結果

・省力化：当該新技術において、施工管理システムの導入等により、現場作業の効率化等について、従来技術と比較評価した結果

㉑～㉒WGで設定した「発注者ニーズ」に対して、⑪以降の統一した「従来技術」との比較評価を記述

■補完情報
発注者ニーズへの適応性、総括として技術的の特徴や留意事項等を取りまとめたものです。

㉑

騒音・振動の低減

粉塵等の飛散防止

リサイクル性の向上

狭隘な現場での施工性

軟弱地盤上での施工性
（トラフィカビリティ）

省人化・省力化

統一した従来技術との
比較

判定の凡例

  ○：従来技術より優れる

  △：従来技術と同程度

  －：上記以外

発
注
者
ニ
ー

ズ
へ
の
適
応
性

周辺地盤への変位抑制

㉓ 総括

・内圧緩和翼と圧縮空気設備などの補助装置と地盤特性、材料特性、機械特性を総合的に
検討し、施工仕様を決定するプロセス設計を導入することで大幅なコスト縮減と工期短縮
が期待でき、効率よく高品質な撹拌効果が得られている（補完情報より）。
・汎用の三点支持式杭打機をベースマシンとして使用。撹拌装置は、φ1600㎜の大径撹拌
翼及び当工法の特徴である内圧緩和翼を有するロッドから構成される（補完情報より）。
・貫入時にエアーを吐出するエアー削孔を標準とする。内圧緩和翼は、エアー吐出、スラ
リー吐出により発生する地中内圧をスムーズに地上に排出する装置である（補完情報よ
り）。

△：従来技術と同程度。

△：従来技術と同程度。

△：従来技術と同程度。

△：従来技術と同程度。

○：内圧緩和翼を装備し、エアーを併用することで従来工法と同等以上の施工速度を
可能とした。編成人員も、特殊作業員2名を標準とする(従来技術は3名)。

○：内圧緩和翼により変位を抑制できる。

△：従来技術と同程度。

㉒



「工法比較表」ユーザーマニュアル その他の紹介 58

工法比較データベースをよりよく活用できるように、工法比較表に整理した内容につ

いて、施工費用の考え方や留意する点等をユーザーマニュアルにまとめています。

また、関連する工法の基礎的な内容を参考資料として取りまとめ、若手技術者等向け

に技術的なサポートを行っています。なお、工法比較表データベースを貸与する際に、

マニュアルを併せて添付いたします。

例：軟弱地盤処理工（深層混合処理工）「工法比較表」ユーザーマニュアル（案）

（マニュアルの構成例）

・位置付け ・種類と特性 ・設計について

・使用材料及び構造図 ・施工について ・維持管理について 等



工法比較表データベース（留意事項） 59

① 工法比較表データベースは、九州地方整備局が発注する業務・工事を対象としてい

ます。

② 工法比較表データベースファイルは、利用期間を設定しています。 期限後は、

ファイルは開きません。申請業務における追加作業が必要な場合は、問い合わせ

フォームより連絡ください。

③ 工法比較表データベースファイルは、申請業務以外に使用することはできません。

④ 工法比較表データベースは、施工費用・施工日数等を毎年更新していますので、最

新版を活用ください。

⑤ データベースの機能向上及び継続のため、アンケートへの回答をお願いします。

⑥ 詳細の使用方法は、添付ファイルの各工種「ユーザーマニュアル」をご確認くださ

い。

⑦ 工法比較表データベースは、一次選定をサポートするツールです。

現場条件に基づき詳細な検討を実施し、採用工法を決定してください。なお、概算工

事、施工日数等は、現場条件に合わせて調査を行ってください。



工法比較表データベースの入手方法および利用手続き

工法比較表データベースは、九州技術事務所よりダウンロード可能であり、
ご利用にあたっては所定の借用同意書の入力が必要となります。
なお、ユーザーマニュアルについては同意書の提出は不要となります。

STEP 1
九州技術事務所HP

にアクセス

STEP 2
新技術情報／NETIS
→工法比較表データ

ベースを選択

STEP 3
（DB）を選択

STEP 4
ダウンロード後

借用同意書に入力

九州技術事務所HPトップ 新技術情報／NETIS ページ データベース ダウンロード画面 工法比較表データベース借用同意書

▼ ダウンロード後、ご利用ください。

 （DB） 工法比較表データベース

利用には「借用同意書」の入力が
必要です。
→ 同意書サンプルはSTEP 4の
キャプチャを参照

（ Manual ） ユーザーマニュアル

DBの使用方法がわからない場合に
参照してください。

→ 借用同意書の提出は不要

＜九州技術事務所HPからダウンロードまでの流れ＞
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利用実態調査（Microsoft Forms）

所要時間：約5分

工法比較表データベースの品質向上のため、利用実態調査を行っています。

より良いシステムへのバージョンアップのため、ご協力よろしくお願いします。

工法比較表データベースの利用実態調査

QRコードからも
申請可能です。
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NETIS掲載期間終了技術検索システム 検索結果イメージ

検索結果には、該当する技術の名称、旧NETIS番号、概要などが一覧で表示されます。
技術名称をクリックすると、NETIS掲載時のPDF資料が別ウィンドウで開き、詳細な内容を確
認できます。
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参考資料

1. NETIS情報の検索と閲覧

2. 活用効果調査表等の作成

3. 工法比較表データベースシステム

4. 九州地整管内の活用件数の多い技術



令和７年度に九州地方整備局管内において活用された新技術は、以下のとおりです。

九州地整管内の活用件数の多い技術 64

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る

評価結果活用の効果（申請情報）有用な技術
（令和8年5月

時点）
副題技術名NETIS登録番号番

号 環境施工
性

安全
性品質工程経済

性環境施工性安全性品質工程経済性

-B--BC同程度向上同程度同程度短縮
(0.87%)

低下
(0.32%)

現地形状等の略図作成、注釈表記が可能な電⼦⿊板に関
するアプリケーション技術

⼩⿊板電⼦化アプリ
「SiteBox」KT-230048-VE1

BBB-BB同程度向上同程度同程度短縮
(0.82%)

向上
(0.42%)現場の生産性向上を高める情報共有システム現場クラウド One_現場支

援機能サービスQS-190005-VE2

-CCBBB同程度同程度同程度向上短縮
(0.79%)

向上
(0.83%)

R7推奨
活用促進

3次元計測により生成された点群データのスムーズな解
析処理により、施工前後および各施工段階での⼟量の差
分を計算するシステム

3次元点群処理ソフト
(TREND-POINT)を用いた
施工⼟量計測システム

KK-150058-VE3

BCCCCD向上向上向上同程度短縮
(0.00%)

低下
(0.76%)手洗室ユニットを増設した仮設トイレ快適オールインワンレスト

ルームKT-180110-VE4

CBBBBB同程度向上向上向上短縮
(0.99%)

向上
(0.65%)活用促進モバイル通信を利用した全天候型・⼩型・軽量の通信⼀

体型遠隔監視カメラ
通信⼀体型現場監視カメラ
「G-camシリーズ」KT-170076-VE5

CCACCD同程度同程度向上同程度同程度低下
(0.75%)活用促進VR技術を活用した工事現場事故体験システムVR事故体験・安全教育

「ルッカ」QS-190006-VE6

BBBCBC向上向上同程度向上短縮
(0.80%)

向上
(0.62%)活用促進コンクリート被膜養生剤被膜型コンクリート表面養

生剤エムキュアリングKT-160044-VE7

BCCCBC同程度低下同程度同程度短縮
(0.50%)

向上
(0.08%)

屋外型洋式トイレ・手洗場の機能を満たしたワンストッ
プトイレ手洗場⼀体型レストルームKT-210015-VE8

-BBBBB同程度向上向上向上短縮
(0.75%)

向上
(0.73%)活用促進電⼦⼩⿊板およびクラウドサービスを利用した工事写真

管理システム蔵衛門PadKTK-160024-VE9

CBBCCB同程度向上向上同程度同程度向上
(0.77%)

深部体温を測定し熱中症のリスクを、色、音、振動によ
り知らせるデバイス

熱中対策アラート ハート
ウォッチKT-240145-VE10



令和７年度に九州地方整備局管内において活用された新技術は、以下のとおりです。

九州地整管内の活用件数の多い技術 65

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る

評価結果活用の効果（申請情報）有用な技術
（令和8年5月

時点）
副題技術名NETIS登録番号番

号 環境施工
性

安全
性品質工程経済

性環境施工性安全性品質工程経済性

BCCCCD向上同程度同程度同程度同程度低下
(0.26%)

工事看板や保安用品等に用いる生物由来の資源を使用し
バイオマスマークを取得した環境に配慮したシート

工事看板や保安用品等に用い
るバイオマスシートQS-230026-VE11

CCCBCC同程度向上同程度向上短縮
(0.90%)

向上
(0.82%)5年経ってもボルトの緩みを可視化できるマーカーペン合いマーク用マーカー 消え

ま線CB-220008-VE12

BBCBCC向上向上同程度向上同程度向上
(0.24%)

仮設トイレ向け目隠し、間仕切フェンス及び誘導路確保
フェンス

樹脂製フェンス ルーバー
フェンスKT-180127-VE13

CBBCCC同程度向上向上向上同程度向上
(0.61%)

外気温と⽪膚温度を測定し、深部体温の変化を捉える熱
中対策用のウェアラブルデバイス熱中対策バンドKT-230099-VE14

CBBBCB同程度向上向上向上同程度向上
(0.72%)スマートフォンを利用した建設現場の動態管理システムSMART CONSTRUCTION 

FleetKT-190101-VE15

CBBCBB同程度向上向上向上短縮
(0.87%)

向上
(0.51%)

アルミ合⾦製による軽量設計により、設置・解体作業の
負担を軽減し、法面での安全な昇降を確保

アルミ合⾦製法面昇降階段
「クリフステアー」QS-160015-VE16

-BCBBB同程度向上同程度同程度短縮
(0.10%)

向上
(0.07%)

3次元データの解析、活用技術を用いて各計測装置と連
動し現場の効率化を図るシステム

3Dテクノロジーを用いた計
測及び誘導システムKT-170034-VE17

--B-BD同程度同程度向上同程度同程度低下
(0.11%)

詳細な気象予測により作業の中⽌に関する判断を適切に
実施

総合気象GISプラットフォー
ム「Amatellus」KT-220169-VE18

-BBBBB同程度向上同程度向上短縮
(0.22%)

向上
(0.40%)活用促進

工事で活用する写真や3次元データを時間軸と位置情報
で管理。3次元地図上に可視化して現場空間を再現し、
状況や進捗の確認・共有を支援するデータ共有クラウド
サービスです。

データ共有クラウドサービス
「CIMPHONY Plus」KK-210003-VE19

BBCCBB同程度向上同程度同程度短縮
(0.50%)

向上
(0.23%)活用促進通信装置及びソーラーシステムを搭載したトイレ機能の

内蔵が可能なユニットハウス
建設工事監視システム付ソー
ラーハウスKT-230242-VE20



令和７年度に九州地方整備局管内において活用された新技術は、以下のとおりです。

九州地整管内の活用件数の多い技術 66

A 従来技術より極めて優れるB 従来技術より優れる C 従来技術と同等 D 従来技術より劣る

評価結果活用の効果（申請情報）有用な技術
（令和8年5月

時点）
副題技術名NETIS登録番号番

号 環境施工
性

安全
性品質工程経済

性環境施工性安全性品質工程経済性

-BCBBC同程度向上同程度向上短縮
(0.47%)

向上
(0.42%)

R7推奨
設計図面や3次元計測データを元に施工現場を3次元モデルで表
現したり、VR(バーチャルリアリティ)で体感することで、現場
状況や施工手順の把握、情報共有を支援するBIM/CIMコミュニ
ケーションシステム

3次元モデルを利用したBIM
／CIMコミュニケーションシ
ステム TREND-CORE

KK-160043-VE21

BBCCBD向上同程度同程度同程度短縮
(0.01%)

低下
(1.61%)

太陽光発電とリチウムイオン蓄電システムを使ったユ
ニットハウスソーラー蓄電ユニットハウスKK-180017-VE22

CBCBCB同程度向上同程度向上同程度向上
(0.33%)

作業端末、IC カードリーダー、通信機器が⼀体となっ
た建レコアプリを運用するユニット。

建設キャリアアップシステム
現場運用支援機器 建レコ
キット

KT-220099-VE23

BBBCCC向上同程度向上向上同程度低下
(2.33%)

ポリエチレン樹脂をブロー成形法で中空構造に成形し、
衝撃を吸収しやすくしたSL看板用プロテクター

SL看板用プロテクター『エ
ア・ブロック』KT-170033-VE24

CCCCCB同程度同程度同程度同程度同程度向上
(0.13%)活用促進

ICT機能を有さない従来型油圧ショベルを、安価で3次
元マシンガイダンスショベル化するキットおよびシステ
ム「Smart Construction 3D Machine Guidance」

後付バックホウ3Dガイダン
スシステム「スマートコンス
トラクション・レトロフィッ
ト」

QS-200052-VE25

CBBCBB同程度同程度同程度同程度短縮
(0.19%)

向上
(0.13%)積込重量表⽰機能を搭載した油圧ショベルペイロードメータ装着油圧

ショベルKT-180136-VE26

-BB-BB同程度向上同程度同程度短縮
(0.95%)

向上
(0.44%)

現場の遠隔監視を⾏うためにモバイル通信を利用した全
天候・⼩型・軽量の通信⼀体型モバイルカメラ

遠隔監視カメラ ロボイーグ
ルアイKT-220157-VE27

B-B-BB向上同程度同程度同程度短縮
(0.46%)

向上
(0.36%)

各環境計測器で現場を測定・モニタリング・警告を⾏い
作業中⽌等の参考に使用できる機器

クラウド対応計測器追加変更
型表⽰器KT-210085-VE28

-BB--B同程度向上向上向上同程度向上
(0.66%)

携帯可能な⿊球式熱中症指数計で、暑さ指数WBGTをリ
アルタイム⾃動測定し、熱中症危険度をアラーム音と数
値で知らせる製品

⿊球式熱中症指数計「熱中ア
ラーム」TT-562(ST)KT-160019-VE29

CBCBBB同程度向上同程度向上短縮
(0.78%)

向上
(0.65%)

現場デバイス（弊社無償アプリ「どこでも写真管理Plus」をイ
ンストールしたスマートフォン）で電⼦⼩⿊板データ⼊りの写
真を撮影、さらにPC上で電⼦⼩⿊板データの⼊⼒支援を⾏なう
ことにより、現場デバイス上での作業を最⼩限に抑えるアプリ

電⼦⼩⿊板⼊⼒支援アプリ
「⿊板作成・連携ツール」KT-240010-VE30


